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企画部総合政策課 

 

１ 市政評価について 

 大仙市では、市民の皆さんの評価や意見を伺い、今後の市政運営や市民との協働の

まちづくりを進めるため、「市民による市政評価」を平成 18 年度から継続的に実施し

ています。 

 平成 28 年度からは、市政評価とあわせて個別の施策や事業に関する評価・意見を

調査する「市民による個別事業評価」を実施しており、より市民目線に立った効率的

で効果的な事業実施に努めてきたところです。 

  

２ 調査の種別 

（１）市政評価 

第２次大仙市総合計画基本構想に示している体系（「施策の柱」「施策の大綱」）に

基づき設定した設問項目（施策）について、「満足度」、「重要度」、「今後さらに推進す

べき取り組み」を調査しました。また、「市の情報発信や行政サービスのデジタル化

について」として、市政情報の入手手段や行政のデジタル化に期待することを伺った

ほか、「あなたが思う大仙市について」として、大仙市の住みやすさなどに関する  

意識調査も行いました。 

（２）個別事業評価 

個別具体の施策や事業の認知度、利用度、意識等を把握し、市民ニーズをふまえた

施策の推進や事業の見直しを進めるため、次の３テーマについて調査しました。 

 

テーマ 

１）市所有温泉施設について 

２）ＳＤＧｓについて 

３）男女共同参画について 
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３ 実施方法 

（１）手法 

昨年度は、個別事業評価の一部でインターネットによる回答を試行しましたが、 

今年度はすべての調査においてインターネット回答を可能とし、調査票を郵送したう

えで、郵送かインターネットを選択していただく方式としました。 

（２）期間 

令和４年４月 28日（木）～６月３日（金） 

 

４ 調査対象 

市内在住で 18 歳以上 85歳未満の方の中から無作為に抽出した市民 1,000 人。 

（性別、年齢、地域については考慮） 

 

５ 回収数・回収率 

送付数 回収数 回収率 

1,000 人 518 人 51.8％ 

 
内 

訳 

回答方法 回収数 割合 

 郵送 427 人 82.4％ 

ネット 91 人 17.6％ 
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６ 市政評価 調査結果の概要 

（１）満足度及び重要度について 

 〈満足の度合い〉 

 満足度の上位項目は、「保健・医療」「子育て」「自然・環境衛生」の順となってお

り、下位項目は「雇用・就労」「商工業」「空き家対策」の順となっている。 

 昨年度と比較すると、全体的に満足度が上昇しており、0.10 ポイント以上変化した

項目は、3.60 で２位の「子育て」（昨年度から 0.14 ポイント増）、3.42 で９位の   

「社会福祉」（昨年度から 0.12 ポイント増）、3.71 で１位の「保健・医療」（昨年度か

ら 0.10 ポイント増）となっている。なお、0.10 ポイント以上下降した項目は無く、

最も低下したのは 2.92 で 26 位の「出会い・結婚」（昨年度から 0.06 ポイント減）と

なっている。 

  

満足度　※

増減

（R4-R3）

1 1 【保健・医療】 j 3.71 3.61 0.10

2 3 【子育て】 j 3.60 3.46 0.14

3 2 【自然・環境衛生】 f 3.52 3.51 0.01

4 3 【上・下水道】 f 3.49 3.46 0.03

5 6 【スポーツ】 j 3.47 3.42 0.05

6 3 【安全・安心体制】 f 3.46 3.46 0.00

7 7 【地域情報化】 j 3.45 3.38 0.07

8 8 【花火産業構想】 j 3.43 3.35 0.08

9 11 【社会福祉】 j 3.42 3.30 0.12

10 10 【社会保障】 j 3.41 3.32 0.09

11 9 【学校教育】 f 3.34 3.34 0.00

12 12 【生涯学習】 f 3.29 3.27 0.02

13 14 【道路・河川】 f 3.27 3.25 0.02

14 15 【地域間・国際交流】 f 3.26 3.24 0.02

15 18 【芸術・文化】 f 3.24 3.20 0.04

15 16 【住環境】 f 3.24 3.23 0.01

17 13 【公共交通】 f 3.23 3.26 ▲ 0.03

18 21 【農林水産業】 f 3.19 3.16 0.03

19 17 【市民協働】 f 3.18 3.21 ▲ 0.03

20 21 【男女共同参画】 f 3.17 3.16 0.01

20 20 【観光】 f 3.17 3.18 ▲ 0.01

20 18 【地域活性化】 f 3.17 3.20 ▲ 0.03

23 23 【移住・定住】 f 3.12 3.10 0.02

24 24 【行財政運営】 f 3.08 3.05 0.03

25 26 【市街地】 f 2.96 2.92 0.04

26 25 【出会い・結婚】 l 2.92 2.98 ▲ 0.06

27 29 【空き家対策】 j 2.87 2.82 0.05

28 27 【商工業】 f 2.85 2.90 ▲ 0.05

29 28 【雇用・就労】 f 2.84 2.84 0.00

R3

順位

項  目
R4 R3 R4

※矢印の説明

h 前年比＋0.15以上

j 前年比＋0.05以上＋0.15未満

f 前年比-0.05より大きく+0.05未満

l 前年比-0.05以下-0.15未満

i 前年比-0.15以下
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〈重要の度合い〉 

 重要度の上位項目は「保健・医療」「子育て」「雇用・就労」の順となっており、    

下位項目は「地域間・国際交流」「スポーツ」「芸術・文化」の順となっている。 

 昨年度と比較すると、全体的に重要度が上昇しており、0.10 ポイント以上変化した

項目は、3.85 で同順 17 位の「住環境」（昨年度 0.13 ポイント増）、3.82 で 19 位の

「移住・定住」（昨年度から 0.13 ポイント増）、3.86 で 16 位の「出会い・結婚」   

（昨年度から 0.12 ポイント増）、4.31 で４位の「社会福祉」（昨年度から 0.11 ポイ

ント増）、4.19 で７位の「農林水産業」（昨年度から 0.11 ポイント増）、3.60 で 25 位

の「市民協働」（昨年度から 0.11 ポイント増）、3.85 で同順 17位の「観光」（昨年度

から 0.10 ポイント増）となっている。なお、低下した項目は無かった。 

  

   

重要度　※

増減

（R4-R3）

1 1 【保健・医療】 f 4.39 4.36 0.03

2 3 【子育て】 j 4.36 4.27 0.09

3 4 【雇用・就労】 j 4.34 4.26 0.08

4 5 【社会福祉】 j 4.31 4.20 0.11

5 2 【安全・安心体制】 f 4.30 4.30 0.00

6 7 【社会保障】 j 4.23 4.14 0.09

7 9 【農林水産業】 j 4.19 4.08 0.11

8 8 【商工業】 j 4.18 4.10 0.08

8 6 【道路・河川】 f 4.18 4.16 0.02

10 11 【上・下水道】 j 4.12 4.03 0.09

11 10 【学校教育】 f 4.09 4.07 0.02

12 12 【自然・環境衛生】 f 4.06 4.01 0.05

13 14 【公共交通】 f 3.96 3.91 0.05

14 15 【空き家対策】 j 3.95 3.88 0.07

14 13 【行財政運営】 f 3.95 3.92 0.03

16 20 【出会い・結婚】 j 3.86 3.74 0.12

17 17 【観光】 j 3.85 3.75 0.10

17 21 【住環境】 j 3.85 3.72 0.13

19 22 【移住・定住】 j 3.82 3.69 0.13

20 17 【市街地】 f 3.78 3.75 0.03

21 16 【生涯学習】 f 3.77 3.77 0.00

22 17 【地域情報化】 f 3.75 3.75 0.00

23 24 【地域活性化】 j 3.73 3.66 0.07

24 22 【男女共同参画】 f 3.69 3.69 0.00

25 27 【市民協働】 j 3.60 3.49 0.11

26 26 【花火産業構想】 j 3.58 3.51 0.07

27 25 【芸術・文化】 f 3.57 3.56 0.01

28 28 【スポーツ】 f 3.43 3.42 0.01

29 29 【地域間・国際交流】 j 3.38 3.31 0.07

R3

順位

項  目
R4 R3 R4

※矢印の説明

h 前年比＋0.15以上

j 前年比＋0.05以上＋0.15未満

f 前年比-0.05より大きく+0.05未満

l 前年比-0.05以下-0.15未満

i 前年比-0.15以下
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〈要望の度合い〉 

 相対的に見て要望度が高い（「重要度」は高いが「満足度」は低い）項目は、昨年度

同様、「雇用・就労」「商工業」となっている。
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（２）今後、さらに推進すべき取り組みについて 

今後さらに推進すべき取組として、各分野で回答数が多い上位３項目は次のとおり。 

分 野 順位 取り組み内容 回答

数 

産業分野 1 

2 

3 

農業の担い手確保、育成 

雇用・就労への支援 

企業誘致の強化 

311 

300 

224 

出会い・結婚・子育て分野 

 

1 

2 

3 

妊娠、出産、育児を応援する環境づくり 

子育てに関わる経済的負担の軽減 

子育て支援サービスの充実 

298 

278 

236 

健康福祉・スポーツ分野 1 

2 

3 

地域医療体制の整備 

介護サービス基盤等の整備 

こころの健康づくりの推進 

235 

224 

217 

環境・安全分野 1 

2 

3 

除排雪体制の充実 

空き家の管理と利活用の推進 

消融雪施設の整備 

352 

225 

219 

都市基盤分野 1 

2 

3 

生活道路の整備 

地域や生活の実情に即した公共交通の整備 

道路・橋りょうの維持管理 

295 

175 

174 

教育・交流分野 1 

2 

3 

生きる力を育む学校教育の推進 

学校と地域の交流・連携 

学校施設の整備 

273 

172 

160 

地域活性化・市民との協働・

行政運営分野 

1 

2 

3 

若者が活躍できる環境づくり 

小規模集落・高齢化集落への支援 

移住・定住への支援 

289 

193 

181 

 
 
 
 
全分野 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

除排雪体制の充実 

農業の担い手確保、育成 

雇用・就労への支援 

妊娠、出産、育児を応援する環境づくり 

生活道路の整備 

若者が活躍できる環境づくり 

子育てに関わる経済的負担の軽減 

生きる力を育む学校教育の推進 

子育て支援サービスの充実 

地域医療体制の整備 

352 

311 

300 

298 

295 

289 

278 

273 

236 

235 
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（３）市の情報発信や行政サービスのデジタル化について 

 

○市政に関する情報を入手するために主に利用している手段は何ですか。（２つまで） 

 市広報「だいせん日和」が 90.6％で最も高く、次いで「家族や知人からの口コ

ミ」（以下、「口コミ」）が 31.9％、「市ホームページ」が 18.6%となっている。 

 

○市政に関する情報は入手しやすいですか。 

 そう思う（入手しやすい）」が 29.4%、「ある程度そう思う（ある程度入手しや

すい）」が 46.7%となっており、「そう思う」「ある程度そう思う」を合わせた割合

は、76.1％と８割近くになっている。 

 

90.6%

11.0%

8.2%

18.6%

5.9%

31.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市広報「だいせん日和」

コミュニティFM「FMはなび」（ラジオ）

市公式SNS（LINE、Facebook等）

市ホームページ

市役所の窓口（支所等を含む）

家族や知人からの口コミ

その他 全体 n=489

29.4% 46.7% 16.8% 4.5% 2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=507

そう思う ある程度そう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない
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○行政サービスのデジタル化に期待することは何ですか。 

 「市役所に行かなくてもオンラインで手続きができる」が 59.3％で最も高く、

次いで「（デジタル化によって）市役所窓口での申請などが簡単でわかりやすく

なる」が 50.4％、「災害発生時の緊急情報などを迅速かつ正確に入手できる」が

49.8％となっている。 

 

59.3%

15.1%

14.5%

50.4%

23.0%

3.1%

49.8%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80%

市役所に行かなくてもオンラインで手続きができる

各種相談をオンライン（メールやウェブ相談など）で行うことができる

市役所窓口でキャッシュレス支払いができる

市役所窓口での申請などが簡単で分かりやすくなる

自分に必要な市の情報がアプリやメールなどで入手できる

市が保有するデータ（人口や各種調査結果など）をウェブ上で入手・利用できる

災害発生時の緊急情報などを迅速かつ正確に入手できる

その他

全体 n=482
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（４）あなたが思う大仙市について 

 

○大仙市は住みやすいか 

 「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の割合を合わせると、87.7％

で、約９割となっている。 

 

 

 

住みやすい

31.7%

どちらかといえ

ば住みやすい

56.0%

どちらかといえ

ば住みにくい

9.4%

住みにくい

2.9%

全体 n=511

今の場所に

住み続けたい

77.3%

市内の別の場所

へ移りたい

9.8%

市外に移りたい

9.8%

住み続けたい

が、移らざるを

得ない

3.9%

全体 n=511

○大仙市に住み続けたいか 

 ｢今の場所に住み続けたい｣の割合は 77.3％で、約８割となっている。 
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７ 個別事業評価 調査結果の概要 

 

（１） 市所有温泉施設について 

調査目的：市所有温泉施設に対するご意見を伺い、今後の運営改善や将来的な  

あり方などを検討していくための参考とする。 
 

○市内外を問わず温泉施設をどのくらい利用していますか。 

 「年に１回から年に数回程度」が最も高く 42.9％、次いで「ほとんど利用しな

い・利用したことがない」35.4％、「月に１回以上」の利用が 20.5％となってい

る。 

 

 

○施設の統廃合、設備の縮減、利用料金や営業形態の見直し等を実施した場合でも   

維持してほしいことは何ですか。（２つまで） 

 「利用料金」が最も高く 63.2％、次いで、「お風呂の種類やサウナ等の設備」

が 45.5％となっている。

 「宿泊機能」が最も低く、10.1％となっている。 


○市所有温泉施設は大仙市内にいくつあればよいと思いますか。 

「現状のまま」が最も高く 57.9％、次いで、「３つ程度」が 19.8％となっている。 



20.5% 42.9% 35.4% 1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=511

月に１回以上 年に１回から数回程度 ほとんど利用しない・利用したことがない その他

63.2%

45.5%

16.4%

19.0%

10.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

利用料金

お風呂の種類やサウナ等の設備

温泉施設の数

レストランや売店、宴会などの営業形態

宿泊機能

その他 全体 n=494

12.6% 57.9% 19.8% 1.0% 5.5% 3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=494

現状（７つ）より多く 現状（７つ）のまま

３つ程度（中央、東部、西部などの各地域に１つずつ） 大仙市内で１つ

市所有の温泉施設は必要なし その他
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（２） ＳＤＧｓについて 

調査目的：市民の皆さまのＳＤＧｓの認知度や取組状況などを伺い、今後、さらに 

ＳＤＧｓを推進していくための参考とする。 
 

○ＳＤＧｓという言葉を知っていますか。 

 「内容を含めて知っている」「内容は分からないが、言葉は知っている」を   

合わせた割合は 77.8％となっており、約８割の方がＳＤＧｓを認知している 

状況にある。 

 

○ＳＤＧｓ17 の目標のうち、関心がある目標、重要だと思う目標は何ですか。   

（それぞれ５つまで） 

 関心がある目標は「すべての人に健康と福祉を」が 46.9％、「住み続けられる

まちづくりを」が 45.7％で、この２項目が４割を超えている。 

 重要だと思う目標は「すべての人に健康と福祉を」が 46.6％、「貧困をなくそ

う」が 42.9％で、この２項目が４割を超えている。 

〈関心がある目標〉 








36.3% 41.5% 22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=509

内容を含めて知っている 内容は分からないが、言葉は知っている 知らない

36.3%

19.5%

46.9%

24.4%

14.8%

23.1%

25.3%

11.9%

31.4%

21.5%

45.7%

13.0%

26.0%

13.5%

12.3%

28.9%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

全体 n=446
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〈重要だと思う目標〉 



○ＳＤＧｓを推進していく上での課題は何だと思いますか。（複数回答可） 

 「ＳＤＧｓへの理解度が低い」が 60.4％で最も高く、次いで「何から取り組ん

でいいかわからない」が 49.9％、「社会的な認知度が高まっていない」と「取り

組むためのノウハウがない」がほぼ同じ割合で約 42％となっている。 



 

42.9%

31.2%

46.6%

24.6%

13.2%

24.4%

22.6%

31.4%

10.3%

25.1%

38.9%

13.0%

26.4%

13.2%

11.9%

37.4%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

全体 n=455

42.8%

60.4%

49.9%

42.2%

15.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

社会的な認知度が高まっていない

SDGsへの理解度が低い

何から取り組んでいいかわからない

取り組むためのノウハウがない

取り組むことによるメリットがわからない

その他
全体 n=467
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（３） 男女共同参画について 

調査目的：男女共同参画に関するお考えやご意見を伺い、今後、さらに男女共同 

参画を推進していくための参考とする。 
 

○あなたの家庭では、家事や育児、介護等をどのように分担していますか。 

「女性が主で男性は手伝う程度」が 42.5％で最も高く、次いで、「女性が行っ

ている」が 26.2％で、約７割が主に女性が行っていると回答している。 

「男女とも同じように行っている」が 15.0％、「どちらか手の空いているほう

が行っている」が 11.0％となっており、性別に関わらず家事等を分担して行っ

ている家庭は約３割となっている。 




 

○男女共同参画社会を実現するために、今後どのようなことに力を入れていくべきだ

と思いますか。（３つまで） 

 最も高くなっているのは、「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう

支援する」が 43.4％で突出している。 

 上記を含め、20％を超えている項目は、すべて子育てや介護と仕事の両立に関

わる項目となっている。 



26.2% 42.5% 0.2%
1.2% 15.0% 11.0% 3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=492

女性が行っている 女性が主で男性は手伝う程度 男性が主で女性は手伝う程度

男性が行っている 男女とも同じように行っている どちらか手の空いている方が行っている

その他

17.4%

17.6%

13.7%

22.6%

22.1%

18.3%

20.1%

43.4%

27.6%

23.7%

12.8%

5.3%

10.0%

3.9%

1.8%

0% 20% 40% 60%

法律や制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

民間企業や各種団体などの管理職に女性の登用が進むよう支援する

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底する

男性の育児や介護、地域活動への参画を促進する

女性の働く場や機会を増やしたり、従来女性の就労が少なかった分野

などへの女性の進出を促すため。職業教育や職業訓練を充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など働き方の見直しを進める

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

子育てや高齢者のための施設・サービスを充実する

学校教育や社会教育・生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や協

力についての学習を充実する

女性や男性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、教育など

の機会を充実させる

ハラスメント・暴力の防止対策や被害者への支援を充実させる

広報やパンフレットなどで、男女の平等と相互の理解や協力について

ＰＲする

その他
全体 n=438


